
下関西高等学校 進路だより 

令和７年１月号 進路指導部 

～3 年生は本番に向けて追いこみです！！～ 

３年生はいよいよ、共通テスト直前も終わり。ここからは一般選抜型入試に向けて突進あるの

みです。本校は多くの生徒が国立大学を志望していますが、私立大学との併願をしている生徒も

沢山います。併願している生徒は入試スケジュールも念頭に置きながら国公立前期日程への準備

も戦略的に考えてください。中途半端な準備とならないよう、十分な準備をして「これで不合格

なら仕方ない！！」と思える所まで詰めていってください。この経験が次への自信に繋がってい

くことは間違いないです。逆に、それがないと次の環境でも信じられるものがないまま日々がな

んとなく過ぎ、本当の意味での自信が持てなくなると私は思っています。ぜひ、君たちの充実し

た人生に繋がるように、できることは何でもしますので遠慮なく声をかけてください。 

さて、今回は難関国立大学の共通テストを含めた動向についての報告を共通テストリサーチ前

年比志望者指数と第２回ベネッセ・駿台記述模試の B 判定偏差値を中心に行いたいと思います。

なお、今年度はベネッセと河合塾が共同で自己採点を集約した結果、回収人数が５％以上増加し

ますので、志望指数は１０５が前年並みだと判断してください。 

★難関国立大学について 

 国立大学（東大、京大、北大、東北、東工大、一橋、名大、阪大、神大、九大の難関１０大学について） 

難関１０大学の前年度と比較しての志望者指数は１０５と昨年並みですが、上位者は得点が出ているの

で強気の動向となっています。今年度の人気系統は文系では経済学部、理系では医学部医学科と農学

部です。難関大学においても、卒業後の進路が比較的イメージしやすい学部系統での志望者が増えて

きています。 

・最難関の東大では今年度から第一段階選抜が文科類で従来の３.０倍から２.５倍へと理Ⅰが２.５倍から

２.３倍、理Ⅱが３.５倍から３.０倍へと厳格化されるという大きな入試変更点があります。理Ⅲは３.０倍のま

まですが、共通テスト対策が今までより重要となったことは否定できませんが、入試難易度に大きな影響

は今のところ無さそうです。なお、今年度のベネッセの第一段階選抜予想通過得点ラインは文Ⅰ８１０、

文Ⅱ８１５、文Ⅲ８００、理Ⅰ８４０、理Ⅱ８３５、理Ⅲ７９０です。二次試験の倍率は例年より低くなる学類も

あり、一次を通過した生徒全員にチャンスがあると考えていいと思います。一方、志願者指数は文Ⅰ、文

Ⅱ１１３、文Ⅲ１０８、理Ⅰ１０１、理Ⅱ１１３、理Ⅲ９７となっています。文Ⅲは今年度も上位層は少なくなっ

ていますし、理科系では理Ⅰの志望者が少なくなっています。理Ⅱは志望者指数が増えていますが、共

通テスト後の理Ⅰ志望者の流入が例年、多いので注意が必要です。理Ⅲは模試ではほとんどの志望者

が D判定となっていますので強気の出願が必要かと思います。 

・京大は東大の第一段階選抜の厳格化の影響で流入が予想されていますので、注意が必要です。志望

者指数は人文１２６、法１３０、経済経営文系１１７、経済経営理系１３３、教育科学文系１０６、教育科学理

系１００、総合人間文系１５７、総合人間理系１１１，理１２０、工全体で１１８、医学部医学科１１４、医学部

人間健康科学１２５、薬学部１１５、農全体で１１０となっており、今年度の京大は模試段階継続して志望

者が集まっております。ベネッセ・駿台記述模試偏差値の目安は７０以上となっていますが、系統によっ

ては偏差値６０台からでも逆転は十分あります。また、京大では第一段階選抜が実施されるので可能性

がある系統について注意が必要です。法学部は C判定値付近の受験生が密集しています。個別試験

の比重が高いですが、文系学部は共通テストで高得点を取っていれば、個別試験で不安があっても合

格をしている可能性が高いです。また、経済学部文系の志望者指数は高いですが、増加している層は

D判定付近で合否に大きな影響はなさそうです。志望変更先としては、阪大経済の人気が高くなってい

るので神戸、大阪公立や京大の総合人間が候補となりそうです。理系では工学部の配点変更により共

通テストで差がつきにくくなっています。京大は第二志望まで書けるので、京大に執着している生徒は 
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より慎重な志願戦略が必要となりますが、入試本番での合格最低点は高い方から情報工、物理工、建築

学、電気電子工、地球工、工業化学の順となっていますが、情報工と工業化学では総合得点で８０点以

上の開きがありますので参考にしてください。同様に農学部も第６志望まで書けるので今後の動きに注

意が必要です。なお、得点開示から理学部は数学と理科、薬学部は国語と英語が得意な生徒が合格し

ている傾向が見られます。 

・理系上位が続いていた北大では、今年度は文系のほとんどの募集単位で志望者が増加傾向となってい

ましたが、共通テスト後も継続して強気な志望となっていますので注意が必要です。志望者指数は、文 

１０９、法１１７、経済１２５、教育１０３、総合文系１１５と増加している系統が多くあります。共通テストの B

判定値は、文、法、経済、総合文系で８２%、教育で７８%と予想しています。昨年は２年連続で難化した反

動で数学の問題が易化したため合格者最低点が１００点以上高くなっている学部がある点に注意が必要

です。したがって、数学の過去問対策は４年以上前までさかのぼる必要があります。理系は総合理系が

志望指数１１２と増加が目立っています。総合理系の重点群別では、数学重点で志望者指数１５８と大幅

に増加していますので今後の流出先に注目しておく必要があります。併願校としては東北大、筑波大、

千葉大、横浜国立大が多いです。理系学部は募集が特殊なので出願を考える場合には募集要項を熟

読してください。また、理科で大きな差がついており、北大理系については理科の得点力を安定させて

おいた上で、数学の対策を十分に行う必要があります。なお、北大は全国から受験生が集まってきてい

ますが、最近は東京、愛知からの流入が増えています。 

・東北大は一般選抜における入試の配点が大きく変更しているので募集要項による十分な確認が必要で

す。志望指数は文系では文９７、法１１０、経済１１０、教育科学１０７となっています。経済人気は東北大

学でも健在ですが、地域別では埼玉、群馬、東京など関東圏で増加しています。なお、併願先としては

北海道大経済、千葉大法経、横浜国立大経済を視野に入れている生徒が多いです。理系では理学部

志望指数が全体で１２０、工学部も全体で１１８とそれぞれ増加しています。理学部を学科別に概観する

と、物理、生物で増加、数学、化学でほぼ前年並みとなっています。医学部では医学科、看護学科で増

加が目立っており、それぞれ志望指数１１２となっています。一方、農学部も１１０とやや増加しており、東

北大の理系系統の人気がさらに窺えます。また、理学部では募集人数が多い物理が、工学部では機械

知能・航空と建築に志望者が集まる傾向にあります。理学部、工学部ともに都道府県別では東京都の志

望者が増加しています。東北大の理系学部は北大とは違い、英語の成績が明暗を分ける傾向が見られ

るので英語の十分な対策が必要となります。 

・一橋大の志望者指数は法１００、経済１８０、商１１４、社会９３、ソーシャル・データサイエンスで学部の間

の格差が大きいのが特徴です。一方、共通テスト B 判定得点率は法８６％、経済８５％、商８５％、社会 

８７％、ソーシャル・データサイエンス８６％と大きな開きはないですが、東大文Ⅱや早慶との併願関係が

強まっているので注意が必要です。なお、新設２年目のソーシャル・データサイエンス学部は昨年の模

試の段階では受験生への周知が遅れていましたが、今年度は周知も進み志望者が増えていますが、難

化はしていないようです。また、この学科は理系からも受験可能で昨年度入試では後期の合格者のほぼ

全員が理系志望者でした。経済学部は全体で大幅に増加しており、特にボーダーライン付近の志望者

が増加しているようですが、こちらも難易度に変化はありません。 

・東京科学大の理工学系の指数ですが、１０月の模試では全学院で人気が上昇していましたが、共通テ

スト後は理学院 118、工学院 105、物質理工学院 10３、情報理工学院 117、生命理工学院 101、環境・

社会理工学院 80 と学院間の差が激しくなっています。なお、総合型選抜での女子枠での拡大に伴って

募集人員の変更があるので注意してください。 

・名大の文系学部では１０月模試と同様、ほぼ全ての学部で志望者が増加しています。まず、文学部は志

望者指数が２年連続で減少していましたが、今年度は１１８と揺り戻しが起きています。都道府県別では

愛知、岐阜県以外の志望者が多くなっています。また、個別試験では地歴 B で差がつきやすくなってい

ます。教育学部は共通テストの B 判定値は８１％ですが、個別試験の配点割合が高いので共通テスト後

の流入に注意が必要です。経済学部は志望者指数 1１９と大きく増加し昨年度の８２からの反動が見られ

ます。上位者層も B判定値の生徒が増加しています。B判定値は８１％程度が予想されていますが、例 
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年、数学・英語で大きな差がついています。法学部の志望者指数１２４で秋よりも大幅に増えています。

理系学部では工学部の人気学科である機械・航空宇宙工の志望者指数が 111 で倍率も最近は２．５倍

前後と安定しており、B 判定得点率も他の学科が８１％程度に対し、85％と高くなっています。また、人気

が高い情報学部ではコンピュータが志望者指数 123、B 判定値得点率は 86％と非常に高いです。農学

部は共通テスト得点率７５%が出願の目安となりそうです。 

・阪大は学部によって志望動向が大きく異なる結果となっています。外国語学部の学部全体の志望者指

数１１１とやや増加しています。専攻別で隔年現象が起こりやすいので注意してください。欧州系言語専

攻は倍率が低いですが成績レベルが高く、アジア系言語専攻は倍率が高いですが成績レベルは低い

傾向にあります。とにかく阪大で外国語を学びたいと考える受験生が専攻を選ぶ際には各専攻の最低

得点推移、倍率推移、募集人員に注目する必要があります。また、二次試験の配点比率も高く、特に英

語の配点が３００点と国語１００点、世界史もしくは数学１００点に比べると非常に高いことを考えると英語

が得意な生徒は、諦めずに取り組めばチャンスは大きいと思われます。経済学部は志望者指数１３１で

上位層も厚く、共通テストの B判定得点率も８７％と高くなっており難化傾向となっていますが、記述力に

自信があれば十分に逆転できます。工学部の指数１０９、基礎工９８と阪大では工学関係の人気が低下   

しています。両学部では昨年度と似た分布となっているので昨年度の入試結果が参考になると思われま

す。後期の併願先として京都工芸繊維大学が候補となっているケースが多かったですが、工芸繊維大

が後期の募集を廃止したため、後期の出願先に大きな変化が予想されるので、出願の際には注意が必

要です。なお、今年度の併願候補先とてしては大阪公立の中期日程、広島大、名古屋工大、横浜国立

大の後期日程があがっています。 

・神大は大きな募集変更があります。主なものとしては工学部情報知能工学科がシステム情報学部に改

組され、医学部の中に医療創成工学科が新設された点です。医療創成の入学定員は一般前期だけの

募集で２５名となっています。同じく医学部保健学科看護学専攻では募集人員の変更があり、全体の募

集人員が８０名から７０名と減少し、一般前期で６３名、総合型で７名を募集しています。志望者指数は人

文９９、法１２０、経済１１３で経済学部では数学型が１０６、英数型が１０５、総合型が１１４となっています。

また、経営学部は１０８となっています。国際人間はグローバル１２１、子ども教育１２５、発達コミュニティ１

１０ 、環境共生文科系７６、環境共生理科系１０２となっています。理系学部では理学部が全体で１０９、

工学部が全体９６、医学部は医学科１００、保健／看護学１０１、保健／理学療法１１７、保健／作業療法

７１、保健／検査技師１００、農学部９０、海洋政策８５となっています。文系理系とも神戸大の人気がやや

低下してきていますが、京大全体と阪大の経済学部の人気が今年度は特に高いため、前期日程から神

戸大学への流入が予想されるので、今後の動向に注目してください。全国的に人気が上昇している経

済学部では B 判定以上が混雑していますので注意してください。なお、例年は共通テスト７０％台後半、

個別模試偏差値６５以上が出願の目安となっています。経済学部は選抜方式が３つあり、総合選抜に出

願すれば３方式で選考されますが。合格最低点に大きな差がありますのでホームページなどで確認して

おいてください。経営学部では共通テストのみの成績で優先的に３０％選抜し、個別試験の成績のみで

３０％選抜されるので、共通テストもしくは個別試験、どちらかが抜群に得点率が高ければ合格できる方

式となっています。 

・西高からの志願者が多い九大は前後期ともに志望者指数は増加傾向にあります。文系の学部系統別の

志望者指数は人文（前）１１３（後）１０８、法（前）１０６（後）１０３、経済・経営（前）１３７（後）１２２、経済工

（前）１１２（後） ８９、前期のみ募集の教育は 116、共創は１０７となっています。理系の学部系統別志望

者指数について、理学部では前期全体が１１２となっています。学科別では数学１１０、物理１４４、化学 

９１、生物１１４、地球惑星科学 109 と物理の人気が目立っています。後期では全体は１０４となり、学科

別では数学は募集が無く、募集がある物理が１０５、化学７５、生物１５４、地球惑星科学１３５と学科間の

人気に大きな差があります。工学部前期は全体では１１７と増加傾向となっています。群別ではⅢ群１１

２、Ⅵ群１１０、Ⅰ群１１４、Ⅳ群１０９、Ⅴ群１３９Ⅱ群１２９と全ての群で増加しています。後期は全体１１０

で群別ではⅢ群１００、Ⅵ群１４０、Ⅰ群１１０、Ⅳ群９８、Ⅱ群１１３となっています。大橋キャンパスの芸術

工学部は前期全体が１１０、学科別では芸術／メディア１０１、芸術／音響設計が１３８、芸術／環境設計 
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が１５７、芸術／インダストリアルが１０５、芸術／未来構想が１３３となっています。芸術工学部は後期日

程の募集が無いので注意が必要です。病院キャンパスの医学部学科別前期日程では生命科学が６５と

現状では人気が無いのが目立っています。その他は医学科１０８、保健／看護学８４、保健／放射線 

１００、保健／検査技師８９となっています。歯学部１１２、薬学部は創薬科学９９、臨床薬９３と志望者は

集まっていません。農学部は前期が１１９、後期が９２と前期後期の日程間で大きな開きがあります。前期

日程のボーダーや併願状況については人文学部では B判定値得点率 79.3％、共通テストが C判定の

受験生がドッキング判定で B判定になるためには、記述模試において偏差値６５前後が必要だと予想さ

れています。また、個別試験において、合格者と不合格者で最も差がついているのは地歴・公民で次が

数学となっています。法学部は B判定値得点率８０％、共通テストが C判定の受験生がドッキング判定

で B判定になるためには、記述模試において偏差値６５が必要だと予想されています。経済学部人気の

影響で法学部は易化傾向にあるので初志貫徹を貫くことが大切です。また、例年と同様、熊本大学法学

部や広島大学法学部との併願関係が強いです。経済・経営学部では目安としたい大学 B判定値得点

率は８１％、共通テスト C判定で、ドッキング判定で B判定になるためには、第２回ベネッセ・駿台記述

模試において偏差値６８が必要だと予想されています。こちらは激戦が予想されるのでしっかりと準備し

て臨むことが重要です。理学部では数学科に注目が集まっていますが、こちらの共通テスト Bボーダー

得点率は８１％。共通テスト C判定で、ドッキング判定で B判定になるためには、１０月のベネッセ・駿台

記述模試において偏差値６１が目安になります。工学部は過去 3年の入試結果を概観すると、合格者

最低点が最も低いのはⅥ群となっています。一番人気はⅠ群です。なお、Ⅰ群は計算機工学。電子通

信工学、「電気電子工学」の３学科があり，工学部の中でも合格最低点が比較的高い学科となっており、

人気も非常に高い学群です。Ⅱ群は材料工学科、応用化学科、化学工学科、融合基礎工学科ですが、

Ⅱ群の融合基礎工学科からは物質材料コースしか入れないので、出願の際には注意してください。Ⅲ

群は同じく融合基礎工学科、機械工学科、航空宇宙工学科、量子物理工学科です。気づいた生徒もい

るかと思いますがⅢ群にも融合基礎工学科はありますが，Ⅲ群からは機械電気コースにしか入れないの

でこちらも注意してください。Ⅳ群は船舶海洋工学科、地球資源システム工学科、土木工学科、Ⅳ群は

船舶海洋工学科・地球システム工学科・土木工学科の三つのコースがありますが、こちらのコースはエネ

ルギーや自然の原理などについて専門的に学びます。九大工学部にどうしても入学したい生徒はⅣ群

が過去３年の合格最低点が低くねらい目です。Ⅴ群は建築学科のみとなっています．建築を全般的に

学ぶコースで，建築家の育成だけでなく建築に関する技術者や研究者を輩出しますが募集人員が前期

のみ４６名と少ないです。Ⅵ群は特別な学群で入学時には学科群が未定で、入学１年後に学科群を選

択できる入試選抜の枠組みです。より多くの正確な情報に基づいて進路を考え、学科群を選択すること

ができます。ここでは「各学科の分野紹介の講義」を聞けるほか、「先輩との交流会」で先輩に尋ねたり

「研究室見学会」で研究室を自分の目で見てその場で質問したりできるため、学科群の有用な情報を得

ることができますメリットがあります。なお、１年次は全ての学科群で「工学部共通教育科目」を履修するた

め、Ⅰ群からⅤ群にかけての大学生に比べて学習面で不利が生じることは全くないそうなので。安心し

て受験してください。芸術工学部では音響設計コースの合格最低点が最も高くなっていますので参考に

してください。医学部医学科は志望者がやや増加していますが、B・C判定ラインの人数は昨年より 30

名程度少ないですが、定員１０５名に対して、C判定以上の人数は１０３名となっており、激戦が予想され

ます。なお、２段階選抜の実施基準は倍率 2.5倍であり、現状は３倍ですが、第 1段階選抜の通過予想

ラインは７８０点をベネッセは予想しています。保健学科看護学は易化が予想されていますが、合格の鍵

になる教科は圧倒的に英語となりますので、読解問題、英作文ともに十分な添削指導を受けることを奨

励します。歯学部は１０月の模試と同様の志望動向を示しており、特に上位層の増加が目立ち難化傾向

を示しています。薬学部の創薬では上位層がやや薄く、今年度はチャンスの年になりそうですが、臨床

薬学科は志望者が減少していますが、上位層は厚いので創薬学科と逆に油断大敵です。農学部の秋

の模試より志望者が集まっており、上位層も得点を取っていますので、要注意です。 

  以上、難関１０大学の共通テスト直後の動向です。ここからも受験生の出願状況には変化が生じて

くるのであくまで、合格通知を手にするまでは集中して学習に取り組んでください。 

                                                      （文責・松村） 


